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一
、
緒

瓦
組
占
い
ふ
一
言
葉
は
，
原
一
般
の
火
山
治
的
・
河
川
以
・
小
子
。
小
説
，
後
磁
の
士
一
氏
一
般
@
'
域
タ
般
事
磁
記

ω出
mwn
・
一
土
制
。
曾
子
向
・
総
起
・

祭
訟
も
硝
子
の
定
論
休
明
氏
見
え
，
北
ハ
の
他
月
令
や
在
偉
そ
の
他
に
も
，
五
侃
広
間
附
す
る
記
事
が
散
比
し
て
経
る
が
、
倍
然
ら
ば
い
ふ
パ
の
え
秘
な

る
も
の
は
，
凡
そ
如
何
な
る
…
別
々
を
指
し
て
居
る
の
か
と
い
ふ
段
に
な
る
と
、
松
宮
一
議
論
が
多
く
て
、
さ
う
鵠
単
に
は
片
付
け
か
ね
る
の
な

あ
る
。
そ
と
で
解
ら
ぬ
な
が
ら
も
、
或
る
穏
皮
ま
ぜ
之
を
間
引
か
に
し
て
見
よ
う
と
思
っ
て
、
手
を
惹
け
た
の
が
此
の
一
小
論
文
で
あ
る
。

尚
一
事
大
宗
佑
の
五
詑

先
づ
局
総
春
宮
の
大
宗
偵
の
傑
を
見
る
と
‘
始
め
に
一
六
瀞
・
地
紙
・
入
鬼
に
擬
す
る
祭
犯
の
…
品
お
が
記
載
し
て
あ
り
、
主
ハ
の
地
紙
の
祭
総

の
中
に
，

以
吋
一
-
肱
祭
芯
刻
一
二
絞
殺
・
五
和
・
五
獄
ぺ

問問問 1 白押印

と
銭
べ
ら
れ
て
あ
る
。
此
の
、
血
祭
を
以
て
…
紋
様
・
五
一
誠
・
丘
一
獄
を
鋭
る
と
い
ふ
ζ

と
は
、
地
紙
、
祭
の
中
に
於
て
は
，
寧
ろ
次
祭
に
巌
ず
べ

き
も
の
で
る
っ
て
.
大
地
方
躍
り
大
祭
と
.
林
洋
境
領
凶
方
百
物

ω小
祭
と
り
中
間
一
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
ほ
、
郵
詑
貫
流
一
の
誘
拐
を

須
つ
ま
で
も
艇
か
ら
ラ
。
部
し
て
此
の
五
認
が
も
地
紙
一
究
祭
の
中
に
於
て
も
一
紅
護
主
五
山
獄
と
の
中
間
仰
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
亦
瓦
記
の
如

侭
・
寄
る
紳
々
で
島
る
か
を
決
定
す
る
上
に
，
認
嘗
の
意
味
を
存
ず
る
も
の
で
島
る
と
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
な
い
G

三
プ
欝
詩
融
機
の
五
一
詑
設



然
る
に
鄭
一
一
月
設
は
之
¢
設
し
て
ー

定
'
施
、
五
色
之
彩
、
於
コ
王
者
宮
中
引
臼
一
一
五
施
↓

と
詮
明
し
て
ゐ
る
ρ

と
れ
は
い
え
安
掌
次
宍
勺
朝
ヨ
抱
一
一
五
山
市
二
百
五
」
と
い
ふ
と
と
が

b
っ
て
‘
そ
り
五
帝
を
彼
は

J

五
色
之
帝
と
解
じ
だ
が
1

そ
れ
を
此
の
場
J

ぷ
は
の
五
犯
と
同
一
円
減
し
て
グ
斯
く
は
「
五
詑
は
五
色
の
彩
警
王
者
の
宮
中
詑
於
て
す
る
を
を
五
秘
と
は
H

ふ
。
」
ど
見
た
の
で
参

ら
う
。
市
し
て
此
の
五
色
之
夜
、
な
る
も
の
は
事
東
方
青
'
伝
送
威
的
W
@
南
方
赤
山
市
赤
懐
怒
@
中
ノ
4
八
素
併
合
搭
紐
・
西
方
自
帝
白
お
担
@
北
方
制
品
川

市
汁
光
紀
を
指
す
み
」
い
ふ
の
で
る
る
が
，
併
し
此
の
五
色
管
一
訟
は
春
秋
緯
文
縫
鈎
に
本
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
ち
勿
論
五
設
と
は
認
め
難
い
。

今
絞
り
に
一
歩
を
一
説
っ
て
‘
此
の
五
一
併
を
一
求
方
青
…
常
盤
威
仰
以
下
の
五
色
之
倍
と
見
た
と
と
ろ
で
，
そ
れ
を
芭
ち
に
引
用
し
来
っ
て
，
太

宗
偵
の
五
犯
に
常
政
め
る
乙
と
は
，
本
よ
り
賛
成
出
来
難
い
と
と
る
で
あ
る
合
何
故
な
れ
ば
、
議
一
一
立
慌
の
一
試
ふ
如
き
五
帝
は
‘
勿
論
天
一
例
に

せ
し
め
る
ζ

と
は
事
到
底
不
可
能
事
で
あ
る
c

然
る
に
大
山
一
部
偵
の
五
犯
は
、
前
伎
に
述
べ
た
如
く
警

の
中
間
に
あ
っ
て
も
嫌
で
も
地
続
中
の
一
紛
々
た
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
友
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み

山
市
と
一
立
市
と
を
秘
る
場
合
は
，
何
れ
も
や
人
'
姿
誌
を
服
す
る
と
と
に
な
っ
て
居
る
広
係
ら
ヂ
￥
…
拡
税

山一吋 2町一吋

属
す
る
者
で
あ
れ
γ
、
之
を
地
紙
山
市

地
続
中

K
底
し
も
市
も
枇
稜
と

な
ら
ヂ
，
務
官
均
版
K
採
る
と
、

五
犯
を
筏
号
場
合
に
は
事
何
れ
も
希
誌
を
版
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、

と
出
来
難
き
に
於
て
を
や
で
あ
る
。

路
、
鄭
玄
の
五
認
設

さ
れ
ば
鄭
玄
も
、
鄭
司
山
崎
の
設
K
は
賛
成
出
来
ヂ
と
し
て
も

此
五
秘
ω
夜
、
五
官
之
一
料
、
布
一
一
同
郊
べ
四
時
場
一
五
行
之
一
…
熱
於
同
郊
ぺ

食
岬
一
於
木
刊
一
該
鈴
一
一
山
地
牧
門
会
一
一
於
ム
修
及
川
悦
混
同
一
玄

と
捻
明
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
鄭
玄
の
に
譲
れ
ば
、

五
帝
祭
と
五
記
と
は
、
到
底
之
を
向
一
に
取
扱
ふ
こ

潟
ニ
ね

wr↓

ポ
ヱ
少
AA4
一
此
純
一
話
。
少
日
夫
氏
之

臼
レ
襲
。
錦
町
一
統
一
級
后
土
ス
品
目
一
於
大

該
・
待
・
州
内
山
@
裂
の
如
き
も
生
時
に
は
五
官
の

の
五
人
…
紳
は
，
平
時
五
滑
に
配
し
て
間
郊
に
夜
る
が
、
川
凶

EI 

(/) 

る
も
の
は
養

な
台
、

死
す
れ
ば
一
仰
に
筏
ら
る
L
も
の
ち
邸
ち
五
人
一
紳
主
指
し

ふ
の
で
る
つ



の
一
大
帝
を
祭
っ
て
此
の
五
人
一
料
を
配
食
す
る
。
認
し
て

の
列
に
校
り
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
斯
く
の
如
く

見
る
な
ら
ば
、
此
の
丘
犯
は
正
祭
で
な
く
し
て
、
配
犯
と
い
ふ
と
と
に
な
る
。
良
つ
此
の
五
人
榊
を
五
犯
と
す
る
訟
ら
ば
、
そ
れ
は
寧
ろ
人

特
例
立
の
日
、
並
K

月
令
花
見
ゆ
る
五
人
形
(
火
山
党
・
炎
滑
・

ζ

さ
C
プ
ミ

1
1
f
¥
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i
4
I
〉
一
夙
K

ピ
パ
同
事
事
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げ
ド
}

2
1
h
M
T
オ
ノ
広
、
/
{
¥
i
〆イ

q
Aを
H
d
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誌
よ

-少山川河・

〉
も
‘

鬼
祭

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
地
紙
袋

べ
き
も
の
と
も
思
は
れ
な
い
。
そ
れ
故
折
品
川
郷
河
内
民
の
瓦
色
一
併
設
を
放
っ
た
は
笠
い
け

れ
ど
も
，
此
等
の
結
托
就
い
て
，
鄭
玄
説
も
亦
焚
同
し
難
き
も
の
と
な
っ
て
し
ま
ふ
。

嬰
す
る
に
鄭
玄
訟
は
、
大
総
立
氏
博
昭
公
二
十
九
年
に
見
え
た

立〉

に
操
っ
た
も
の
で
、
今
壮
一
ハ
の
一
一
言
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
如
く
な

あ
る
。

日
〉
故
有
二
五
行
之
官
立
辺
倒
的
二
五
官
サ
賀
列
一
党
三
氏
抗
日
封
潟
一
一
上
公
二
郎
銭
コ
愛
榊
↓
枇
桜
五
記
‘
是
骨
一
~
是
山
本
。
木
志
向
一
}
ハ
切
で
ヱ
八
一
品

目
一
一
縦
一
蹴
末
以
正
月
二
場
牧
日
水
ぷ
問
一
一
玄
英
一
土
ぷ
同
一
一
広
土
ぺ
(
中
時
)
獄
予
防
、
批
桜
五
瓶
、
設
氏
之
五
官
一
也
。
釘
日
、
少
美
氏
有
一
一
開
放
寸
日

ド
革
、
日
レ
該
、
日
ν
侍
‘
日
ν
問…
ν

寅
山
山
一
金
本
ぷ
氷
叩
佼
1
…
出
一
一
付
洲
一
一
ハ
匂
正
一
該
総
点
一
端
牧
ぷ
川
県
ド
阿
川
一
銭
m
玄
窓
〈
よ
。
世
ポ
ド
品
八
レ
線
。
途
綿
一
一
第
粂
刊

此
北
ハ
一
一
…
和
也
。
鋲
誠
氏
有
レ
子
、
日
ν
襲
。
然
日
一
級
一
倒
ぺ
北
ハ
ヱ
氏
存
ν
子
‘
向
日
一
句
諮
ぺ
翁
一
一
后
土
↓
此
北
パ
二
一
聡
也
。
后
土
銭
ν
一
舷
。
桜
田
正
也
。

有
烈
山
氏
之
ぷ
J

、
日
レ
校
。
銭
レ
桜
。
践
に
泉
以
上
記
ν
之
。
出
川
築
亦
銭
ド
様
。
ぬ
同
レ
潟
以
来
犯
ド
之
。

ぷ
ん
も
此
の
楽
器
…
の

と
鄭
玄
一
訟
と
の
関
に
は
‘
多
少
の
食
道
び
が
あ
る
。
部
ち
察
剛
一
帯
一
は
，
惣
引
が
統
一
織
と
震
'
夕
、
い
刊
誌
が
后
土
と
鋳
る
と
一
五

吋醐叫 3

っ
て
ゐ
る
広
係
ら
や
、
郵
玄
は
E

禁
が
税
…
織
と
后
土
と
を
兼
ね
た
や
う
に
設
問
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

ι関
し
郷
志
に
は
E

趨
向
の
間
に
釘
し
℃

鄭
玄
一
が
‘
先
的
の
訟
を
引
い
て
、
っ
勾
龍
は
最
一
初
活
土
と
潟
、
p
，
共
の
後
轄
と
て
…
砿
と
震
っ
た
。
そ
と
で
認
が
后
土
を
粂
ね
た
の
で
あ
る
O
L
と

潟
明
は
し
て
ゐ
る
も
の
ヘ
ぞ
の
線
問
問
引
は
何
と
な
く
と
じ
っ
け
の
や
う
設
惑
が
し
て
左
ら
ま
い
。
だ
が
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
よ
し
此
の
事

が
裟
畿
の
一
一
需
に
在
り
，
そ
し
て
五
人
榊
を
五
記
に
麗
し
て
ゐ
る
か
ら
と
云
っ
て
‘
直
ち
に
之
を
採
り
来
っ
て
大
京
偵
の
五
犯
に
雪
山
欣
め
る
こ

と
は
も
諮
越
し
た
ゃ
う
長
現
出
に
よ
争
、
到
底
そ
の
不
嘗
た
る
と
と
を
莞
れ
ま
い
。



五
事
会
畿
の
五
詑
説

銃
托
鄭
巧
農
設
が
破
れ
、
え
議
玄
設
が
成
立
た
左
い
と
す
る
と
‘
此
の
大
宗
佑
む
五
一
路
品
、

共
の
箸
，
求
古
級
絞
殺
の
中
に
於
て
、
「
此
の
五
訟
は
政
稜
五
獄
の
中
に
列
す
。
必
宇
戸
篭
等
の
五
犯
に
非
ざ
る
と
と
知
る
可
し
。
五
市
w
は
一
大

に
窮
す
。
五
一
紳
は
蛍
に
地

ι窮
す
べ
し
。
放
に
血
祭
を
以
て
之
を
祭
る
。
窮
誇
魯
一
訟
に
=
天
の
三
反
は
，
口
氏
の
接
的
判
ず
る
所
以
な
り
。
地
。

五
行
は
ち
生
液
ず
る
所
以
友
り
と
一
五
ふ
。
地
の
五
行
は
，
部
ち
五
一
紳
な
れ
も
f

一
と
論
じ
て
も
此
の
五
詑
を
次
の
如
く
に
説
明
し
て
ゐ
る
G

五
行
試
行
一
一
炉
、
一
大
川
究
兵
一
一
於
地
ぺ
故
在
v

天
有
一
一
五
常
ヱ
ヂ
地
亦
有
一
一
五
一
例
↓
五
一
得
分
吋
日
初
五
方
円
詑
レ
地
以
造
二
化
高
物
・
↓
天
子
一
記
一
ν
之
抑
制
一
一
之
瓦

秘
ぺ
月
令
一
辺
、
春
…
料
旬
で
、
友
い

jm縦
一
制
、
中
心
八
后
土
、
秋
…
料
亭
牧
、
各
励
文
兵
。
部
五
記
之
…
料
也
9

左
体
、
市
…
…
為
一
一
何
台
ぺ
殺
気
一
一
一
場
牧
ぷ
ω
及
間
以
潟

一
一
玄
晃
一
努
匁
ス
祝
融
引
い
刊
詑
伝
一
一
后
土
づ
此
五
官
、
有
ν
功
一
一
於
泣
叩
故
一
配
一
一
会
於
丘
一
紳
サ
十
一
心
一
一
月
人
下
旬
十
一
」
等
一
則
非
ニ
人
一
料
一
也
。
然
一
民
以
一
応
一
一
五
人

榊
手
堅
欠
。
釘
ド
文
、
天
日
ド
ハ
料
、
地
問
ド
示
。
数
ν
文
志
一
不
亦
日
ν
榊
9

故
刊
行
令
五
者
昔
日
v
称
。
左
傍
以
コ
五
知
山
一
鼠
(
ニ
ペ
拡
縦
一
設
局
私
。
是
地
示
、
非

叫
一
一
次
一
利
一
也
。
太
宗
伯
列
吋
一
五
一
泌
於
け
れ
税
五
弘
之
関
心
一
間
以
一
血
祭
}
代
別
一
v
之
。
北
ハ
鴻
明
一
地
一
不
一
尤
明
。
鰐
一
法
話
一
一
五
記
者
五
合
之
一
料

4
N引
一
…
長
・

…
一
技
館
ブ
解
ν
之
。
然
此
乃
人
刷
。
安
件
下
列
一
一
於
批
絞
五
…
中
二
郎
血
中
祭
之
ム
也
5

抑
又
誤
点
〈
。
小
ん
一
出
始
一
一
一
一
同

L
F一
五
市
子
同
郊
一
間
諮
問
獄
中
知

加
上
ド
之
。
余
場
一
夫
紳
地
…
不
一
一
向
，
小
ν
及

二

五

紹

ぺ

…

年

以

ゆ

記

刊

行

ν
~
丈
也
。
一
立
松
亦
蛍
ν
兆
一
一
於
同
郊
ぺ
北
ハ
仙
川
一
民
一
五
市
一
川
内
。
市
北
ハ

市
ト
百
コ
1
。
μ
γ
o
b
i
汗
，
政
了
日
没
-
足
。

A
Hけ

/
4
2
H
H
I
ι
J
ト

ム

ネ

i
v
F
L

二
ふ
J
J
H
μ
λ
y
h
ブ
J

郎
ち
念
切
は
，
五
紀
伊
一
以
て
五
行
の
一
仰
の
地
に

均一・岬幽 4 日叩捌蝿

一
鐙
何
を
指
し
た
も
の
だ
ら
う
か
。
金
鵠
法

え
た
る
旬
で
・
統
一
級
・

-
十
ぷ

の
一
例
名
と

な
す
も
の
で
あ
る
。
然
る
に

る
も

ω
と
な
し
も

l~ij 

帝
内
初
初
e

北
方
州
市
…
併
汁
た
紀
を
以
℃
五

て
五
人
榊
と
し
，

!I記
織

品

Ai
'
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必
戸
、
も
，

ヤ
《
仏

μ

参
少
け
だ

6
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I
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4
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i
f
-
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山
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b

了

噌
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v
q
抗
，
h
行
ル
ソ
ゴ
料
と
け
対
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-Jm方
耕
、
常
亦
性
川
ハ
ル
・
山
中
央
淀
UIVAY
斜
料
集
汚
方
山
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時
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iこ

て
た
の
で
あ

よ:J，

た
の
守
あ
る
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此

白、J
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グ〉

〉

E
J
士
、
ー
へ
グ
こ
、

月

v
f
J叶
ノ
レ
h

f

j

/

h

t

北
尚
一
蹴
…
織
。
レ
中
止
へ
は
山
円
滑
，
持
一
柳
川
土
o
t
秋

致
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
，
之
に
擦
れ
ば
大
計
約
の
五
犯
は

司、
宮

は
っ
品
先
帝
少
果
、
北
ぺ
泌
一
帯
牧
o
i
各
は
っ
仙
人
八
帝
額
潟
、

一
諮
り
説
明
が
つ
く
ゃ
う
で
あ
る
。
純
一
同
月
令
の

一
大
引
旬
山
~
冗
行
市
川
有
↓
一
五
行
之
市
叩
亦
有
一
一
克
行
之
一
紳
バ

叫
/
一
任
。
た
ミ
・
中
を

f
f
t
・
舎
に
工
ゐ
器
、
川
出
¥
心
J

乙
2
ζ
さ
と

ι

p

g

J

1

町
議
長

5
・
本

γ
♂
フ
ぃ
h
r
B
a
e
l
j
M
J
1一
間
三
/
J
五
比
一

葉
・
何
詑
・
一
一
枚
・
符
・
問
、
別
人
官
之
配
コ
食
於
此
一
者
。

と
あ
っ
て
も
此
の
関
係
を
一
清
明
瞭
に
し
て
く
れ
た
や
う
な
も
の
与
、
給
付
で
以
下
の
五
行
…
仰
を
天
に
十
代
り
と
し
た
。
と
れ
で
は
，
五
行
榊

は

大
口
光
・
炎

V
・山

mv・
少
交
・
鋲
孫
、
京
レ
一
次
一
九
行

ヰ
三

-pa
虫
、
三
i
K
L
:
k
-
玄
宅
、
了
た
く

t
;ノ一
h
o

F
守
ブ
じ

w
m
一H
m
f
h

ニ

7

a

j

-

h

J

r

J

/

J

イ
レ
ヲ

y
rイ
J

~
・
1

を
地
祇
の
範
憾
に
入
れ
る
と
と
が
間
来
な
く
な
り
，
従
っ
て
共
践
に
又
一
つ
の
難
航
が
残
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

穴
、
奇
践
並
に
小
子
織
の
賞
記

大
宗
佑
の
冗
犯
に
就
い
て
は
、
大
模
以
上
の
如
き
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
然
ら
ば
一
鰐
司
農
の
如
く
五
色
山
併
を
五
犯
と
す
る
と
と
や
ョ
誤
認

・
鄭
玄
の
如
く
五
人
科
を
叉
犯
と
す
る
と
と
は
、
全
く
校
球
の
な
い
と
と
か
と
い
ふ
花
、
そ
れ
は
必
宇
し
も
さ
う
で
は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、

冗
犯
と
い
ふ
や
う
な
名
親
は
事
そ
の
内
認
が
何
で
あ
ら
う
と
も
、
之
を
一
一
鵜
め
託
し
て
考
へ
ら
れ
る
や
う
在
性
質
の
も
の
が
一
九
つ
あ
る
以
上
、

之
に
命
名
し
て
瓦
犯
と
去
っ
た
か
ら
と
て
、
向
等
不
都
合
は
な
い
か
ら
で
る
る
む
部
ち
初
予
一
正
論
策
の
天
子
徹
一
一
五
抱
一
の
楊
徳
一
法

ι、
「
或
は

ι展
禽
日
ふ
も
締
・
郊
・
組
・
宗
・
報
、
此
の
五
考
は
顔

山畑哨務山叩蝿

問
く
，
此
の
五
犯
は
一
約
・
一
利
・
蒸
a

嘗
，
及
び
大
拾
を
誤
ふ
。
或
は
臼
く
、

の
詑
州
代
官
Q

一
氏
、
々
い
と
あ
る
が
如
き
は
‘
北
ハ
の
遜
一
例
で
る
る
c

夜
大
宗
伯
に
る
る
五
詑
に
釘
し
て
、
ど
れ
が
う
ま
〈
蛍
絞
る
か
。
そ
れ
が
問

題
、
な
わ
で
あ
っ
て
，
設
ベ
の
綴
熱
か
ら
す
る
と
、
一
例
鰐
や
薬
開
設
の
設
一
は
結
局
成
立
た
な
く
左
る
と
い
ふ
ま
で
ど
あ
る
。

然
ら
ぽ
共
の
倍
の

は
，
天
子
が
吉
祭
托
殺
す
る
晃
殺
の
類
を
次
の
如
く
説

に
問
地
法
れ
た
る
五
認
に

い
て
手
如
何
G

定
し
て
ゐ
る
。

一
湾
問
免
。
詑
-
一
五
研
工
伊
知
レ
之
c

五
日
約
変
翠
。
享
一
一
先
公
↓
袈
封
、
知
驚
昆
。
抱
一
一
間
的
見
出
川
公
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知
義
明
免
。
的
役
コ
ペ
肢
稜
忍
泥
↓
期
希
明
免
9

然
こ
群
小
認
引
制
約
玄
問
笥

此
の
互
犯
は
)
枇
稜
と
並
ん
で
回
天
天
上
帝
友
ど
の
下
位
記
夜
、
り
普
荷
し
て
群
小
記
(
鄭
玄
は
注
し
て
林
漂
境
約
四
方
古
物
の
麗
と
い
ふ
)
に

比
す
れ
江
北
べ
の
上
位

ι夜
る
を
以
て
、
大
宗
佑
の
場
合
と
同
じ
く
地
紙
中
の
五
一
記
事
邸
ち
地
に
在
る
五
行
一
紳
で
あ
ら
う
と
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
次
K
一
腐
乱
宮
小
子
に
は
も

市
掌
下
現
一
一
子
枇
稜
刊
一
前
中
子
五
犯
'
L

と
あ
る
。
鄭
玄
は
弓
ヰ
は
議
ん
で
娯
と
甥
す
。
一
新
或
は
却
に
怨
る
ρ

開
剖
ー
な
る
者
は
致
緯
の
一
山
ゃ
な
り
c

モ
牧
を
用
ふ
る
を
釘
と
尽
ひ
、

mm
牲

を
制
と
日
ふ
。
枇
稜
五
詑

ι仰
向
釘
ず
る
は
も
始
め
て
設
ペ
山
口
口
兆
を
戒
せ
る
の
時
、
p
…
謂
ふ
左
り

J
と
設
m
約
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
設
明
を
須
つ
ま
で

も
な
く
、
一
航
機
と
並
べ
稀
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
か
ら
推
し
て
，
此
の
五
認
が
矢
張
れ
ν
大
山
一
対
偵
の
五
犯
と
向
様
，
品
川
紙
中
の
五
行
紳
で
あ
る
と
と

托

ひ
か
}
持
む
も
の
は
あ
る
1

ま
い
。

七
，
小
説
税
械
の
五
詑
主
祭
法
の
七
詑

と
と
ろ
が
問
料
務
官
小
説
の
況
把
に
な
る
と
，
以
上
論
じ
て
来
た

は，

λ
十
一
ぐ
別
館
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
ふ
。
小
紋
に
mM

ふ
及
レ
拐
、
設
一
一
揖
驚
之
禽
り
ふ
ク
…
線
五
日
絶
叫

郷
玄
は
と
れ
に
一
托
し
て
、
「
潔
は
猪
設
の
ご
と
き
な
り
。

σ〉

誤
ふ
む
允
ぺ
の
牧
撚
を
分
ち
、
以
て
瓦
犯
を
然
り
、
去
の

此
の
宮
中
を
去
っ
て
後
反
ら
ざ
る
ま
h
n
f
o

故
に

に
し
て
‘
五
を
犯
る
者
は
、
司
命
・
大
成
は
、
平
生
の
出
入

目、
て

hν
。
し
と
去
っ
て
ゐ
る
。

る
も
の
は

っ
た
も
の
で
、
終
法
の

グ〉

次
の
滋
り
で
あ
る
嘩

iu己
-0 

問

n 

間
川

門
刊
日

大

じ}

叶

1

弓，

L
守
4
2
叫

T
J
O

γ
仁
レ
斜
i

r
仁
L
F
/
J
1

日

日



間
レ
門
、
回
レ
行
9

庶
士
庶
入
立
四
一
一
範
刊
或
立
ν
戸
、
或
立
レ
議
申

部
ち
七
胞
な
る
も
の
は
‘
司
命
・
中
護
・
鶴
間
川
・
間
行
二
按
成
・
戸
・
遊
の
七
つ
で
あ
る
が
も
鄭
玄
は
そ
の
取
の
司
命
(
山
市
中
の
小
…
仰
に
し
て

人
の
命
を
司
る
も
の
〉
と
泰
成
(
王
者
の
後
結
え
て
‘
鬼
の
依
腕
す
べ
き
所
無
く
も
好
ん
で
民
の
筑
に
一
級
を
筑
す
も
の
)
と
を
除
い
て
、
他

の
五
者
一
部
ち
中
犠
・
内
・
行
・
戸
・
識
を
以
て
五
犯
な
り
と
認
む
る
者
で
あ
る
。

市
し
て
此
の
五
犯
は
，
総
記
月
令
氏
、
春
は
っ
共
犯
戸
ヘ
瓦
は
「
共
犯
遊
ヘ
中
央
は
…
正
パ
紀
中
議
ヘ
秋
は
「
共
和
門
」
、
各
は
「
共
犯
行
」
と

あ
る
の
と
偶
t

一
致
す
る
も
の
で
あ
り
‘
五
者
一
何
れ
も
宮
中
の
小
一
料
で
る
っ
て
、
勿
論
枇
殺
五
犯
と
並
べ
て
出
品
然
、
せ
ら
れ
る
や
う
な
も
の
で

は
訟
く
‘
木
よ
り
明
文
は
無
い
け
れ
ど
も
、
地
紙
の
中
で
も
群
小
犯
に
窮
し
て
，
所
諮
問
方
百
物
中
花
λ

含
ま
る
べ
き
も
の
と
氾
は
れ
る
。

八
、
曲
縫
・
王
制
の
五
認
と
祭
法
の
五
認

斯
く
し
て
戸
・
議
・
中
審
・
門
・
行
を
自
し
て
五
犯
と
銭
す
と
と
は
一
つ
の
認
訟
と
な
っ
た
。
と
と
ろ
が
鄭
玄
は
、
徐
り
に
然
訟
の
記
事

を
信
宇
る
と
と
ろ
か
ら
も
此
の
殺
の
五
犯
に
就
い
て
も
も
時
に
亦
非
常
な
る
濁
離
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
卸
ち
雄
記
出
般
の

一
六
子
仰
向
子
一
天
地
円
強
小
九
四
方
↓
袋
一
一
山
川
足
以
一
一
五
総
↓
議
一
編
。
諸
侯
方
説
、
祭
一
一
山
川
引
祭
一
一
五
犯
「
歳
一
編
。
大
夫
然
一
一
五
犯
円
台
蹴
街
。
士
的
役
一
一
北
〈
先
叩

に
注
し
て
弓
五
犯
と
は
戸
・
議
・
中
議
・
門
・
行
主

-po
此
れ
琵
し
致
時
の
制
な
り
。
祭
法
医
尽
く
，
矢
子
は
七
犯
を
立
て
，
諸
侯
は
五
戸
時

を
立
て
、
大
中
大
は
一
一
…
犯
を
立
て
‘
士
は
二
組
を
立
っ
と
，
周
制
を
誘
ふ
左
り
。
い
と
設
き
‘
天
子
・
諸
侯
・
大
夫
何
れ
も
五
犯
を
凝
る
と
あ
る

品
開
憾
の
記
事
が
も
前
掲
祭
法
の
記
事
と
↓
設
せ
ぬ
と
と
ろ
か
ら
、
品
開
践
の
方
を
ぜ
段
の
制
度
な
担
と
勝
手
記
定
め
て
し
ま
ク
た
の
で
る
る
ふ

そ
し
て
叉
綾
詑
王
制
の

一
六
子
祭
一
一
天
地
尋
問
侯
祭
ご
枇
稜
(
大
夫
捺
一
一
五
詑
刊

に
注
し
て
は
弓
五
穏
と
は
)
笥
A
W
也
・
中
審
也
・
門
也
・
行
各
・
駕
也
を
謂
ム
。
批
の
祭
は
大
夫
の
地
有
る
者
を
誤
ふ
。
北
ハ
の
地
無
き
も
の

ほ
ど
を
祭
る
の
み
J
と
設
い
て
，
徒
一
の
場
合
の
五
認
は
，
祭
法
に
於
げ
る
諸
侯
の
五
認
と
間
的
一
友
り
と
し
え
但
し
関
門
イ
路
行
・
公
腐

ω留

学
乏
公
一
学
と
は
読
者
に
之
宮
殺
い
て
)
祭
法
。
大
夫
淳
一
二
一
一
記
念
擦
を
合
せ
る
錦
、
大
夫
の
中
で
も
地
有
る
者
3

は
五
記
‘
地
銀
…
き
者
が
三

同…?山一



認
だ
と
勝
手
に
定
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
知
費
税
制
欝
誌
事
後
世
幾
多
の
疑
義
を
生
じ
)
遂
げ
払
察
、
窓
簡
を
し
て
も

案
、
第
注
コ
大
宗
伯
・
機
織
叫
吋
務
不
レ
符
突
9

豆
郡
俗
的
ν
一
言
、
叉
輿
一
一
祭
法
一
括
…
後
特
由
乃
融
問
護
清
一
一
祭
訣
之
設
立
抗
議
ν
解
む
銃
分
一
一
致
問
蔚
制
約
三
史

於
一
…
湾
総
中
引
分
一
九
一
タ
抱
強
…
ν
地
之
設
刊
支
離
装
突
。
ハ
五
鰭
遜
考
各
五
十
一
ニ
u

と
科
試
し
む
る
至
っ
た
。

丸
、
五
詑
と
七
穏
と
の
額
係
ハ
棄
以
馬
設
)

案
や
る
に
き
天
子
が
丘
詑
に
分
鵡
す
る
と
と
は
、
局
纏
春
官
小
説
の
明
記
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
鄭
玄
は
諮
記
祭
法
の
天
子
七
泥
中
、
司

A
W
-
-
…
務
腐
を
除
い
た
戸
@
議
・
中
審
・
開
け
・
行
の
五
者
を
玖
て
此
の
五
詑
を
設
く
。
と
れ
は
偶
々
月
令
中
の
五
犯
に
一
致
し
、
綴
る
註
棲
が

能
く
合
ふ
の
だ
け
れ
ど
も
‘
問
機
経
中
吃
は
還
記
七
記
の
名
絡
を
見
出
し
難
く
ち
縫
っ
て
鄭
玄
の
七
絶
倒
減
設
は
、
結
局
撃
器
の
一
一
一
一
口
と
化
せ

ざ
る
を
得
友
い
。
況
ん
や
品
開
殺
の
大
夫
五
総
花
到
し
て
段
段
初
、
な
り
と
し
て
之
を
否
定
し
訟
が
ら
，
主
制
の
大
夫
五
詑
に
習
し
で
は
大
夫
の

地
宥
る
者
と
し
て
之
を
脅
定
し
，
遂
に
稿
者
五
犯
の
内
容
を
別
記
し
て
‘
前
者
の
五
一
認
を
戸
・
寵
・
中
審
・
門
・
行
な
h

り
と
し
，
後
者
の
五

犯
を
山
内
命
・
中
饗
・
門
・
行
・
携
な
り
と
す
る
に
五
つ
て
は
も
務
誌
も
亦
姦
し
い
。
さ
れ
ぽ
索
以
周
の
如
き
は
、
七
認
は
算
ろ
成
制
で
あ
り
、

府
侵
略
を
制
す
る
に
及
ん
で
ち
司
命
・
務
属
の
二
者
、
そ
防
犯
し
、
惑
に
五
詑
の
名
門
が
出
来
た
と
ま
で
主
張
し
て
ゐ
る
。

犯
ザ
市
詑
一
位
一
仏
法
務
箸
二
七
詑
刊
、
七
日
記
局
判
例
c

以
問
菜
、
殺
人
七
詑
百
周
必
制
レ
鶴
、
別
一
一
記
一
向
命
・
恭
氏
日

絶

版

ハ

己

批

桜

一

興

一

九

五

和

一

不

一

相

類

、

川

口

波

間

関

分

一

一

一一 8一一

奴
品
開
問
川
山
山
川
出

品
川

hn今
苅
一
J
冗
犯

話IJ TIi) 
之

群
京日
前理
渇
Mc 

ヰョ

て
す
れ
ば
事
務
法
を
除
い
て
、

h
M
V

守山内川市ト
q兆
円
ノ

1
J
F
F
μ
引税叩

/ι
苅
伊
丹
V

ふ
い
は
、
此
の
五
秘
が

戸
・

子
以
外
の

-門川パ令・

民
見
え
た
る
五
由
紀
は
、
何
れ
も

る
都
合
が
よ
い
。
日
ハ
一
つ
問
題
と
し
て
照
る
と

事
此
の
一
や
は
線
か
氏

-
子1持i
lJIç~: 

る
と
と
が
出
来
て

約
さ
れ
た
か
若
ろ
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

jすす

{、、〉
a
a
w
l

、A
f

戸ー、ュ、主句
l
w
i
M

2PJり
斗
J

M

M

J

邦
夫
副

キ
ダ
始
め
認
候
・

花
句
読
勺
及
ん
で
ゐ

グ〉

っ
た

ら
っ

に
よ
b



山
O
，
士
も
拡
主
犯
あ
リ
(
練
議
選
設
〉

犠
納
州
統
タ
純
の
記
花
嫁
ち
と
も
士
が
将
に
病
鰐
く
し
て
臨
終
吃

乃
行
一
一
路
子
瓦
秘
叩

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
此
の
認
は
偶
々
問
問
問
者
官
小
統
の
‘

此
の
俄
納
州
統
タ
詑
の
記
事
を
侍
宇
ぺ
し
と
す
れ
ば
、

る
時
‘

に
及
ん
で
況
認
に
分
続
す
る
記
事
と
一
勝
利
第
一
宇
る
も
の
が
あ
っ
て
、
一
悲
し

た
も
亦
五
一
叫
が
締
約
さ
れ
て
ゐ
た
'
わ
け
で
あ
る
。
滋
に
於
て
か
五
把
な
る
者
は
‘
上

る
ま
で
，
遁
じ
て
別
ひ
ら
れ
た
と
い
ふ
結
論
K
到
読
す
る
。
隊
総
選
が
北
ハ
の
取
引
糟
繋
の
中
氏
於
て
も

七一犯
y一
制
、
不
ν
見一
J

他
絞
叩
邸
氏
以

LM犯
}
銭
一
周
制
川
一
九
純
録
一
向
制
サ
仙
似
山
内
背
隊
一
一
大
子
一
亦
止
一
一
於
冗
柁
刊
儀
純
蹴
ド
士
亦
総
一
一
五
純
正
…
二

食
ヰ
降
殺
之
教
一
笑
。
終
日
、
法

-PLu犯
…
松
市
下
ド
之
、
五
一
一
於
議
士
二
靴
、
渋
人
一
一
犯
り
非
一
一
照
時
一
点
1
0

と
淡
い
た
の
は
、
悲
し
北
ハ
の
意
を
設
ぜ
る
も
の
、
立
去
っ
て
よ
か
ら
う
。
郵
玄
は
ど
と
迄
も
祭
法
の
記
事
を
併
や
る
と
と
ろ
か
ら
、
犠
鵡
絞
ク

の
此
の
僚
に
於
て
も
、
「
五
和
は
之
そ
博
一
一
一
一
ハ
ず
る
な
り
。
十
は
二
犯
、
門
I
C
日
ひ
も
行
と
問
ふ
。
し
と
い
在
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
と
れ
み
…
く
本

天
平
よ
り

iて

文
、
伊
一
一
続
出
せ
る
鮮
と
去
ふ
べ
き
で
あ
る
Q

閉山ふ

ι五
犯
の
如
、
号
入
社
日
府
民
広
拶
、
な
る
間
関
係
あ
る
も
の
は
、
敢
て
計
八
千
と
一
誌
は
宇
、
士
大
夫

3
C
蹴
も
亦
之
を
祭
る
と
と
争
符
ぺ
き
も
の
と
汚
へ
ら
れ
る
。
人
?
仰
向
り
に
一
歩
》

っ
て
‘
士
以
下
は
同
時
之
、
を
祭
る
と
と
を
符
な
い
と
し
て

…削機 9 …一
も
、
(
士
が
瓦
秘
主
祭
っ
た
と
い
ふ
明
文
燕
き
に
よ
り
)
時
あ
り
て
之
に
跨
る
と
い
ふ
と
と
は
‘
敢
て
奴
タ
記
の
詑
事
を
須
た
宇
と
も
ち
本
よ

り
余
っ
て
怒
る
べ
き
事
柄
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
絞
タ
詑
の
詑
事
に
釘
し
て
、
嘗
て
放
機
会
が
、
「
抑
制
下
此
続
三
十
J

平
常
所
3

抗
日
者
上

説
。
十
一
之
符
弘
子
主
犯
で
み
J

レ
批
可
し
見
。
L

、
と
一
一
一
一
向
っ
た
の
は
も
一
設
に
前
者
の
窯
味
か
ら
で
あ
り
、
叉
央
大
協
が

J
i
士
不
レ
然
一
一
五
秘
川
市
…
世
娘
一
一
一
一
向
ド

五
純
一
者
、
議
有
田
一
不
レ
得
レ
祭
、
市
符
レ
綜
者
一
階
M
Jと
去
っ
た
の
は
も
震
に
作
句
者
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。

一
一
、
費
以
罵
設
に
訴
す
る
反
駁

-
犠
競
技
び
に
一
機
詑

忙
な
っ
た
と
と
と
怠
ふ
。
殺
し
共
の
関
係
が
事
来
し
て

以
J: 

見
え
た
る
五
怒
と
、

詑
祭
決
策
に
の
み
見
え
た
る
七
詑
と
の
鰯
係
は
‘
和
三
明
予
知

七
一
犯
が
設
秘
で
‘
}
虫
記
が
局
制
で
あ
る
か
否
か
は
、
信
一
若
干

、，

hγ 

一五



の
疑
義
を
存
す
る
。
部
ち
五
記
が
潟
郊
で
あ
ら
一
う
と
と
段
誉
多
く
の
文
軟
か
ら
見
て
撲
無
か
ち
う
。
併
し
七
詑
山
川
砂
町
制
別
で
あ
る
と
い
ふ
と
と

に
枇
似
て
は
、
山
川
段
托
と
れ
を
い
ふ
殻
擦
は
無
い
9

費
以
局
は
も
段
制
約
七
詑
の
中
，
苛
命
と
泰
震
と
は
天
紳
と

λ
鬼
と
に
轄
す
る
を
以
て
主
間
河

本
…
が
此
の
二
犯
を
除
い
で
，
地
祇
の
五
一
詑
を
更
制
し
た
如
く
誘
く
の
だ
け
れ

Z
も
も
と
の
設
に
は
多
少
の
議
論
の
絵
地
が
存
ず
る
。
何
故
・
な

れ
ば
，
五
日
泌
を
周
知
と
し
た
場
令
、
七
詑
は
寧
ろ
期
末
乃
至
潟
以
後
の
添
加
設
で
は
左
か
ら
ろ
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
秦
玄
関
川

が
、
出
殺
の
五
柁
鄭
日
夜
孔
疏
に
釘
し
で
も

菜
、
郵
詑
コ
此
五
抱
五
つ
一
月
令
一
ム
向
。
是
巴
。
乃
叉
以
混
一
段
鰭
づ
茶
惑
:
…
一
於
務
法
七
記
五
抱
一
一
一
一
花
二
詑
・
79
設
二
向
不
レ
能
『
抑
制
同
一
ぺ
吹
純
一
潟
一
一

mm

締
一
九
市
以
レ
此
怨
ふ
成
制
刊
不
ν
知
、
周
鵡
相
一
有
-
主
流
辺
地
銀
…
一
一
七
記
サ
七
記
者
、
袴
詑
之
一
一
一
一
問
、
理
儒

74指
令
耳
。
烏
足
一
…
譲
怯
ぺ
疏
諮
、
疑
是
政

粉
、
疑
是
別
機
。
夫
設
レ
経
、
必
存
円
一
筋
阿
倍
寸
品
川
可
乙
デ
一
己
之
疑
二
郎
鉱
み
点
入
之
絞
主
税
。
故
周
鰭
・
品
開
鰭
・
支
部
二
人
え
注
、
市
一
一
一
選
一
英
訟
寸

興
一
一
郊
和
之
制
伸
一
一
天
帝
「
同
一
病
突
。

と
断
じ
た
の
も
‘
恐
ら
く
訴
か
る
考
か
ら
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
七
記

ι関
す
る
，

ー
と
賞
以
潟
と
の
考
は
、
会
く
抑
制
反
し
た
立
場
に
立
っ
て
し
ま
っ
た
が
‘
そ
の
何
れ
が
五
し
い
か
は
‘

談
開
よ
り
終
日
勿
な
と
と
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
‘
兎
角
物
~
や
と
い
ふ
も
の
は
，
質
よ
り
文
に
、
簡
よ
り
繁
に
と
ち
進
み
綜
な
も
の
で
あ
る
。

市
し
て
憾
に
於
て
殊
に
然
り
で
あ
る
。
或
は
時
に
、
鈴
8
繁
難
民
諮
る
ひ
て
も
一
件
び
奮
の
簡
易
に
引
き
も
ど
す
と
い
ふ
方
法
も
あ
る

け
れ
ど
も
ち
然
訟
の
如
き
，
主
七
記
、
務
侯
五
龍
、
大
夫
一
…
…
記
、

立
が
、
日
花
政
代
一
に
成
立
し
て
薦
。
、
湾
代
に
な
っ
て
却
っ
て

の
常
を
得
た
も
の

庶
士
庶
人
一
犯
と
い
ふ
や
う
な
も
秩
序
縁
然
た
る
逓
減
式
総

の
…
角
を
穏
き
議
し
た
と
忍
ば
れ
る
や
ろ
な
資
以
周
の
対
方
は
、
照
明
し
て
共

れ
た
五
犯
(
五
行
…
紳
¥
更
に
そ
れ
と
験
問
慨
し
て
、
日
常
然
活
中
最

れ
、
共
の
後
段
々
氏
、
天
子
七
勝
設
や
，
主
務
七
月
設
等
の
影
響

詑
せ
る
苅
命
や
泰
成
を
持
ち
来
つ
で
も
所
講
祭
法
に
あ
る
や
う
な

ぬ
ま
で
も
も
少
く
と
も
均
制
本

-10山町四

へ
上
ろ
か
。
と
れ
は

も
必
須
在
h

り
と
考
へ
ら
れ
た
戸
・
議
等
の
五
認
が
も

を
受
け
‘
強
ひ
て
七
施
死
一
線
め
上
げ
ん
が
怨
に
‘

七
秘
た
る
も
の
が
出
来
上
っ
た
、
賓
と
見
る
ぺ

る
ま
い
か
。

士

グ〉

安β

q、3



来
の
も
の
で
は
な
く
も
周
末
以
後
の
添
加
訟
と
之
を
認
め
た
い
の
で
あ
る
。

士
一
、
祭
法
信
ず
べ
か
ら
ず
〈
一
帯
葱
開
設
〉

と
と
ろ
で
祭
訟
の
記
事
の
倍
、
ヂ
べ
か
ら
ざ
る
結
は
侍
他
校
も
あ
る
。
部
ち
税
法
は
、
主
七
犯
‘
諸
侯
五
花
、
大
中
大
一
一
一
記
、
病
士
一
日
記
、
庶

士
庶
人
…
犯
と
し
た
銭
に
も
誇
侯
陀
於
て
は
戸
と
議
と
か
省
か
れ
，
に
於
て
は
更
花
筒
命
と
中
等
と
が
省
か
れ
，
議
士
陀
於
て
は
、
共

の
上
更
に
又
慌
が
訴
か
れ
‘
庶
士
と
庶
人
と
に
於
て
は
‘
戸
か
滋
の
外
は
祭
る
と
と
が
出
来
な
く
訟
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。
一
徳
五
犯
の
如

き
は
、
何
れ
も
特
甲
乙
な
し
K
，
人
生
日
明
記
腐
の
係
る
所
で
あ
る
に
か
L
は
ら
A
Y
，
或
る
幣
級
の
者
は
、
北
パ
の
中
の
或
者
を
終
る
と
と
が

出
来
な
い
と
い
ふ
や
ろ
な
不
合
測
が
、
果
し
で
あ
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。
と
れ
涯
に
七
五
三
二
一
と
一
試
ふ
や
う
な
、
形
式
的
遮
減
法

陀
日
附
さ
れ
て
，
此
の
や
う
な
悔
い
珂
を
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
祭
法
の
詑
事
の
疑
ふ
べ
き
結
は
北
九
虎
に
も
伏
点
す
る
の
で
あ
る
。
秦
窓
同
誌

此
の
事
に
関
し
五
疑
一
主
器
げ
て
ゐ
る
。
如
何
に
も
，
心
ん
も
と
思
は
れ
る
節
が
あ
る
の
で
、
今
左

K
之
を
引
用
す
る
。

菜
、
五
紀
之
然
、
見
刊
於
終
鍔
吋
多
ム
針
。
品
川
鎖
、
一
大
子
諮
侯
大
夫
、
祭
一
…
五
抱
一
歳
一
切
。
士
務
総
、
総
?
於
五
詑
↓
是
天
子
五
レ
士
、
特
得
レ
然
一
主
犯
日

説
。
月
令
一
丸
紅
、
分
円
余
百
一
時
刊
一
流
冬
悩
洲
一
一
五
絶
叫
此
祭
欠
時
内
130

照
路
大
宗
円
相
、
以
一
点
然
一
祭
了
瓦
記
サ
司
服
、
紋
祝
日
v
T

九
舵
一
郎
希
完
。
此
祭
之

秩
山
ザ
。
溺
的
役
法
、
著
コ
七
犯
五
抱
一
一
一
犯
二
純
一
一
紀
之
法
↓
有
コ
五
疑
一
一
語
。
前
穂
、
天
子
然
一
主
犯
↓
不
ν
一
武
田
一
七
詑
寸
儀
路
、
士
綜
一
一
五
犯
↓
不
ν
云

ザ
一
一
一
知
均
一
告
。
五
紀
奥
戸
絞
殺
日
間
銭
一
一
地
一
京
六
麗
サ
苛
命
間
協
判
コ
沼
八
一
柳
川
森
山
続
刑
判
窮
同
一
人
鬼
ぺ
ム
円
潟
一
七
抱
一
恐
非
ア
持
類
4

二
也
。
諸
侯
不
ド

祭
一
戸
議
日
大
夫
以
下
不
ν
然
日
一
中
一
審
叩
恐
非
之
教
報
之
義
↓
一
二
也
。
際
競
ア
群
姓
一
立
一
一
七
犯
↓
叉
由
一
銭
立
:
七
記
刊
民
一
荒
天
子
有
一
一
十
問
視
り
諸
侯
有

一
…
十
一
純
一
突
。
間
也
。
五
犯
祭
主
五
百
中
二

m以
ν
成
参
ν
之
。
五
世
。
祭
法
之
設
、
本
不
レ
足
ν
一
佐
川
。
庚
成
尺
以
筑
一
一
一
周
制
二
間
以
一
一
一
天
子
袋
一
一
瓦
柁
「

震
一
一
商
初
刊
譲
歩
。

〈
相
一
し
秦
玄
関
川
が
、
問
機
犬
山
一
対
治
則
や
前
線
・
小
子
の
五
詑
ま
で
も
撃

と
と
が
出
来
な
い
。
〉

仲… 11一一

士
山
一
、
察
麓
説
会
・
}
自
由
民
癌
設

段
の
五
一
認
と
向
亡
に
見
ょ
う
と
す
る
設
は
，
前
遠
の
稲
川
一
点
に
上
り
採
る



以
ト
.
論
究
し
来
っ
た
と
乙
ろ
に
よ
19B
群
小
一
紀
中
の
五
犯
の
，
え
そ
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
大
制
服
了
解
せ
ら
れ
た
と
と
主
怠
ふ
。

っ
て
か
札
に
ち
批
の
五
犯
の
夫
れ

f
A就
い
て
も
少
し
く
設
鳴
を
加
へ
て
見
た
い
。

的
認
月
令
に
擦
れ
ば
，
春
は
戸
を
一
秘
り
，
変
は
還
を
犯
与
、
中
?
ぷ
へ
は
中
毒
を
記
り
、
秋
は
門
、
を
詑
柱
、
久
止
は
行
を
詑
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ

る
9

認
刊
行
以
の
溺
麟
亦
此
の
設
に
別
り
‘
十
郎
も
同
時
之
を
分
犯
す
る
と
と
に
就
い
て
‘
更
に
次
の
如
、
ぎ
説
明
を
約
加
へ
た
c

戸
、
春
、
筑
コ
少
問
問
↓
奨
気
始
山
内
生
委
9

犯
こ
之
子
戸
づ
記
ν
戸
之
糖
、
高
麗
設
一
一
主
子
戸
内
之
西
↓

務
、
友
、
写
太
陽
寸
北
ぺ
集
長
祭
。
一
手
之
子
篭
サ
記
ν
寵
之
穂
、
主
刊
一
犠
内
外
之
東
寸
先
一
席
}
一
子
門
自
決
「
東
部
設
一
一
、
王
子
議
賠
償
一
告
。

中
審
、
季
五
之
丹
、
士
気
始
銭
。
持
紀
中
…
事
。
零
…
柳
川
仕
ν
ん
示
。
記
一
…
中
一
審
お
は
一
一
主
於
嬬
下
一
手
。

円
、
秋
、
匁
ベ
少
陰
刊
北
町
一
気
牧
成
。
犯
一
之
子
内
心
詑
ν
内
之
鰐
北
…
間
設
一
一
、
司
王
子
問
ハ
克
一
般
寸

行
、
冬
、
鈴
目
〕
太
陰
竹
峰
然
怨
ν
水
9

一
紀
一
一
之
予
行
一
点
ア
器
内
外
之
問
↓
伐
壊
、
厚
二
尺
、
媛
五
尺
、
輪
開
尺
G

北
開
設
一
一
実
子
科
上
ぺ

〈
溺
'
踏
の
文
、
此
の
阪
~
~
げ
に
佼
ら
宇
G

今
絞
れ
り
に
改
む
苧
ん
子
匂
亦
一
二
一
一
…
一
川
ポ
す
る
と
と
ろ
る
り
。
)

然
る
に
内
ぃ
泥
沼
に
な
る
と
も

拘
作
郎
祭
ν
戸
。
戸
収
州
、
人
所
ゐ
川
入
ぺ

復
評
、
大
之
主
。
入
所

同一1，2-岬i

民
物
仏
川
'
調
レ
内
部
抗
告
む

河、
1
1
豆、

，j
r
l
l
b
y
A
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七、

ご
、
へ
ド
‘
い
九
九
円
M
L
、
ャ
ミ
バ
上
C

十

γ
・h
え
J

ド

?
J
O
-
-吋
J
'
U
1
・出
Q

1

4

斗
ア
オ
キ
レ
f
ノ
・
古
点
ノ
ノ
七
イ
ツ

~
Z
9
2
7
f
f
Jい
iey
向

記
J

は
行
か
井
か
と
い
ふ
問
題
が
生
じ
て
.
後
川
川
紛
々
た
る
仇
M
M

，年

主
人
ム
J
3
J
ζ

〆
弘
、
一

r

d

w

る
の

し
と
さ
ヘ
明
ヘ
て
ゐ
る
a

と
、
々
に
於

の
絡
を
肉
付
い
た
。

一
昭
事
行
非
常
詑
也
統

つい
E

こ
除
、
ご
‘

〆む

I
l
a
-
J
i
J
J
V

中
保
持
'
行
}
ま
比
、

η

れ
十

r
e
u
q
、2
i
y
h
古

f
v

的
所
レ
，
γ
H
r
A
記
、
流
竹
門
@
戸
之
強
制
己
。
門
@
戸
、
入
所
存
A

以
出
入
一
也
。
中
川
智
、
入
所
二
立
以
茂
一
者
也
。
道
・
井
、
入
所
一
一
変
以
養
一
者
也
。

光
一
土
之
於
一
五
有
ぺ
不
一
一
特
別
ν
百
一
郎
主
此
、

m
x率
一
旬
レ
所
レ
木
、
制
一
以
有
レ
所
ν
典
。
此
所
吋
弘
一
紀
間
報
予
之
担
。
(
中
時
〉
一
山
襟
銃
一
宮
之
立
一
一
一
立
泌
向

井
枠
山
一
ハ
活
。
特
限
庶
挙
一
一
郎
H

バ
令
・
談
訟
之
一
訟
~
丘
叱
祭
ν
行
。
及
一
一
字
林
市
之
徒
、
復
修
一
一
月
令
↓
冬
亦
一
紀
ド
井
、
国
不
ド
泌
レ
行
G

然
則
行
一
料
、
亦

特
紋
日
一
於
始
行
…
十
山
口
。
非
一
一
先
王
冬
日
之
常
一
紀
一
也
。

と
論
じ
て
，
内
戊
通
説
い
左
腿
し
，
金
総
亦
兆

ω山
者
求
古
川
郎
総
説

ω中
広
於
て
、

行
非
a

…
常
利
一
山
唱
。
必
有
一
遂
行
ペ
乃
祭
。
山
札
一
吋
下
町
山
川
(
一
戸
・
遜
等
之
毎
年
常
紀
以
崎
一
等
列
よ
哉
U

五
此
之
不
み
問
レ
有
レ
行
、
知
…
ν
疑
失
。

と
断
じ
て
、
行
の
常
一
胤
に
あ
ら
ざ
る
理
ぬ
か
ら
‘
ど
と
ま
で
も
記
井
訟
を
去
張
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
多
る
。

{
五
も
詑
井
部
詑
行
也
設

然
る
に
此
の
柄
訟
を
泡
ぜ
し
め
ん
と
し
た
結
巣
が
も
行
は
部
ち
井
也
と
か
を
行
を
絞
れ
ば
井
を
後
ぬ
可
し
と
か
い
ふ
一
訟
を
生
ヂ
る
に
〆
五
9

一叩四 i3-…時

た
o

磁
詑
義
疏
案
に
事

蕊
弁
水
.
謡
，
氏
人
、
昔
巾
抑
州
在
ν

餐
〆
人
》
部
討
誌
孔
犬

.1ら

欽
Q

蕊…二…(行汀、議滋之紳
1

叶叶?'出姑秘川矧別祭
ν

之
G

い秘強刈撚…叫ニ一
h川活γ高吏市史…持持吋不レみや富母平ヂA2a
以以舛♂叫一於
f

丘
立
泌
中
一
也
J

促
隼
ν此バ詩、
J
一言一士古吉=詰一再悶一三一ニ一取
ν
鋲
以
似
桜
似
、
N払糾蹴ハ?一ニ…籾溺附蔵一ぷ例知別熔於一二一ム滋成

苓戸会脅寅凡~秘秘炉に一行り
o

査
行
者
組
来
4
4
巡
、
十
郎
議
幕
亦
往
…
栄
之
交
。
設
的
ぽ
ν

此
記
v

之
母
採
緩
一
一
一
一
一
一
対
脳
血
静
一
一
英
文
日
制
似
レ
不
ν
在
一
一
五
総
中
叩

と
一
誠
ひ
、
五
機
逸
品
勺
{
木
山
治
元
の
案
に
、



一山内説明一

井
部
氷
一
料
。
入
品
ん
利
弱
。
何
以
各
祭
ド
行
‘
市
不
ド
祭
、
レ
弁
む
程
子
謂
，
吉
者
八
家
持
v
弁
。
葦
五
秘
皆
河
内
之
一
聯
c

井
開
制
非
一
一
一
家
之
所
?
溺

也
。
然
行
亦
非
同
一
門
内
之
榊
プ
五
人
山
内
ド
門
持
、
競
有
一
…
絞
祭
↓
以
祭
一
一
行
運
之
…
紳
↓
冬
期
役
享
茶
体
突
。
何
又
祭
v
行
、
干
潟
京
本
ド
及
ド
井
哉
。
考

会
之
治
潟
子
・
白
虎
通
諸
警
引
い
皆
一
辺
一
一
冬
袋
三
汁
号
疑
彼
震
ν
是
。
汚
令
特
采
コ
呂
氏
春
秋
之
文
ペ
未
ν
足
ド
嬢
也
。
祭
大
雅
活
設
議
j

記
、
海
一
五
一
一
一
成

ν
紙
一
以
紋
も
以
興
一
一
綴
歳
ぺ
正
在
一
一
議
祭
之
時
日
間
別
似
一
一
本
J

之
銘
ム
レ
一
行
、
首
藤
原
是
知
立
品
。
後
得
二
揚
用
修
設
諮
問
1

行
邸
弁
也
。
八
家
向
い
弁
。
向
ド

家
五
ド
弁
。
井
関
一
入
道
づ
乃
八
家
所
ド
行
。
汚
令
・
持
部
特
五
百
一
一
一
一
一
号
公
認
非
ド
有
レ
問
先
。
雄
一
示
出
解
↓
撚
震
混
日
一
妙
話
一
也
。
相
一
議
意
、
北
方
之

…
脚
本
布
二
一
、
知
名
之
役
ド
行
、
可
レ
象
レ
井
。
室
内
員
一
一
議
記
予
之
G

亦
俗
…
ν
客
一
一
於
義
一
議
。

と
一
五
へ
る
が
如
き
は
)
部
ち
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
る
る
。
け
れ
ど
も
誌
等
の
議
論
は
，
要
す
る
に
何
と
か
し
て
一
術
者
を
生
か
さ
う
と
し
て

考
へ
ら
れ
た
務
後
の
訟
と
し
か
忍
は
れ
や
ノ
事
未
だ
奇
人
を
し
て
首
肯
せ
し
め
る
に
是
る
だ
け
の
根
譲
吉
一
有
し
立
い
。

町
六
、
行
常
由
紀
也
設

然
ら
ば
犯
行
訟
は
遂
に
全
く
敗
北
に
鈍
す
る
か
と
い
ふ
に
も
と
れ
亦
必
宇
し
も
さ
う
で
な
い
。
邸
ち
京
以
加
の
如
き
は
、
井
泉
は
仲
冬
に

炉
、
て
別
に
と
を
記
る
と
い
ふ
現
出
事
五
械
は
山
初
日
宮
中
の
榊
な
れ
ど
も
も
井
は
一
家
の
諮
り
す
る

m
k非
ず
と
い
ふ
理
市
内
行
は
歳
時
の
常
ぬ

に
し
て
，
M

似
は
議
行
組
巡
の
祭
な
れ
ば
，
一
的
者
向
ら
切
な
れ
γ
と
い
ふ
現
出
宰
に
国
り
，
次
の
如
き
詳
総
な
る
駁
論
を
試
み
て
ゐ
る
a

詑
刀
令
、
各
記
ド
行
。
祭
法
七
記
、
九
犯
一
一
一
記
、
み
皆
一
子
犯
ν
行
G

説
者
い
泌
ぃ
会
議
白
虎
道
義
ぷ
仇
混
一
一
各
松
本
井
、
第
一
日
弁
護
叩
…
予
行
一
物
一
。
高
誕

生
一
以
、
月
令
仲
各
組
コ
閉
山
弁
泉
~
絞
レ
井
自
従
ニ
小
娘
一
不
ν
列
一
一
五
一
紀
辺
、
十
は
宥
八
家
持
ド
弁
。
蕊
万
一
紀
以
mw
門
内
之
神
。
混
入
山
内
炉
内
時
有

司
一
政
筏
引
以
続
二
一
行
道
之
紳
ぺ
冬
山
川
役
車
仏
外
休
失
。
又
何
祭
ド
行
、
一
向
不
ν

以
周
菜
、
五
泌
す
宮
中
之
一
例
。
設
対
飲
克
之
照

明
的
一
之
行
川
作
品
下
窃
一
之
歩
品
川
外
諸
吋
一
之
趨
ぺ

以
絞
ド
足
。

fdふい
'dt
許
可
一
向
.
J
s
ド

2
5
吋。

/
f
-
u
tイ
ト
ベ
一
竹
刀

ps，グ
JF
…

堂
ム

扱
一
段

一
也
。
中
納
税
・
謹
丈
一
千
門
・
一
行
、

行

.m行
之
榊
不
ν
閥的。

-P…時

験
機
之
ぺ



別
訓
以
ν
井
易
u
行
警
両
行
之
記
以
給
。
紋
山
、
惟
議
行
持
管
弘
之
サ
井
泉
寺
於
お
げ
各
時
一
本
一
一
犯
之
刊
此
本
紙
…
ν
典
明
子
五
犯
刊
旦
五
泌
純

一
子
腐
石
川
一
一
北
川
市
胸
中
…
利
一
也
。
蚊
・
井
之
…
紳
，
何
関
一
一
子
府
叶
問
乃
入
レ
腐
以
祭
レ
之
哉
。

邸
玄
武
、
各
泌
レ
行
。
行
夜
:
府
内
外
之
回
二
ヂ
紋
壌
川
原
二
寸
、
成
一
立
尺
、
協
同
ペ
。
北
部
設
ニ
‘
王
子
紋
上
ぺ
孔
頴
法
一
氏
、
中
審
総
文
。
以

周
栄
，
山
口
川
巾
一
や
道
之
一
例
日
ν
行
。
出
日
一
凶
門
一
碕
政
一
…
渉
山
川
市
川
イ
へ
有
ν
紋
。
行
非
ν
紋
越
リ
行
錦
二
歳
時
常
記
「
川
似
銭
-
一
速
行
組
選
之
似
川
刊

(
孫
希
日
一
の
糊
記
集
解
亦
此
の
設
あ
り
も
挑
際
情
…
亦
井
に
作
る
の
非
を
一
辺
ふ
。
〉

水
火
が
日
常
生
析
に
必
山
税
関
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
と
ろ
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
友
に
於
て
遂
の
…
料
配
秘
る
以
上
‘
冬
に
於
て
井
の
一
仰

を
犯
る
べ
き
は
設
も
自
然
で
あ
る
。
立
つ
五
行
設
か
ら
考
へ
て
も
、
冬
は
北
に
営
り
、
水
を
以
て
之
を
配
す
る
関
係
上
、
冬
井
を
舵
る
一
惑
は

最
も
以
て
受
賞
た
り
と
一
誌
は
ざ
る
を
絡
げ
な
い
。
と
れ
治
夜
子
や
白
虎
過
が
秘
井
一
訟
を
採
っ
た
所
以
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
一
方
に
は
亦
，
蕊

ち
に
之
広
参
同
し
難
き
羽
砲
も
存
ず
る
。
そ
れ
は
絞
氏
支
以
周
が
駁
論
し
た
以
外
、
井
を
日
立
記
の
一
と
し
て
祭
る
と
と
が
‘
一
ニ
総
共
の
他
。

較
文
に
見
え
や
ノ
し
て
、
却
っ
て
総
記
の
月
令
や
祭
法
に
行
を
五
犯
の
一
つ
と
し
て
祭
る
と
と
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
し
月
令

が
呂
氏
脊
秋
に
採
っ
た
も
の
で
あ
り
‘
祭
法
が
漠
儒
の
的
曾
訟
で
あ
っ
た
と
し
て
も
‘
そ
の
事
は
寧
ろ
渓
以
前
か
ら
の
活
設
で
あ
っ
た
こ
と

を
纂
設
問
す
る
校
在
と
と
そ
な
れ
、
決
し
て
之
を
否
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
此
の
や
う
な
理
由
に
接
台
、
門
T

口
氏
春
秋
や
総
記
月
令
に
凡

え
た
る
い
な
犯
の
名
日
中
、
行
の
字
が
井
の
字
の
設
で
あ
っ
た
と
と
が
立
設
さ
れ
な
い
限
り
1

自
分
は
矢
張
り
業
以
潟
と
伺
様
プ
犯
行
設
を
捗

し
去
る
と
と
は
出
来
ぬ
も
の
と
場
へ
る
一
人
で
あ
る
。

(
口
口
氏
者
秋
山
両
誘
一
応
に
、
っ
一
行
或
作
ν
井
」
と
あ
り
‘
自
ぃ
閉
山
道
亦
月
A
V
を
引
い
て
‘
「
冬
一
一
一
同
二
共
犯
え
汁
」
と
去
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
‘
未
だ
間
開
設

山一岨日一一

と
は
な
ら
な
い
。
〉

一
七
，
結

玄
ロ
zmm毘

橋
以
上
越
ぺ
来
っ
た
と
と
ろ
を
一
安
約
す
れ
ば
，
大
鐙
次
の
詩
情
吋
に
跨
設
す
る
ゃ
う
で
あ
る
。

つ
五
犯
と
い
ふ
も
の
は
、
大
鰐
尚
一
範
轄
と
考
~
ら
る
ミ
も
の
を
五
つ
集
め
て
許
へ
れ
ば
、
幾
ら
で
も
之
主
務
へ
得
ら
る
主
ζ
おと。



間-18町一

二
、
従
っ
て
第
一
一
叫
設
が
青
併
媛
威
仰
以
下
五
色
仰
を
以
て
瓦
記
と
し
た
川
り
も
，
察
選
・
一
鄭
玄
い
か
重
，
一
一
政
一
以
下
五
官
榊
を
以
て
五
犯
と
し
た

の
も
E

金
鵠
が
税
融
以
下
丘
行
…
締
乞
以
て
丘
一
紀
と
し
た
の
も
‘
呂
小
挙
が
戸
・
篭
・
中
一
審
e

門
・
行
を
以
て
五
犯
と
し
た
の
も
，
白
い
お

山
泌
が
戸
・
篭
・
山
ヤ
議

'
mソ
井
を
以
て
丘
犯
と
し
た
の
も
，
祭
訟
が
一
一
向
命
・
中
審
・
盟
内
・
磁
行
・
公
泌
を
以
て
五
犯
と
し
た
り
も
‘

郁
子
誌
が
約
・
剥
・
系
二
宮
土
人
給
.
乃
主
総
・
郊
・
組
・
ん
か
・
3

械
を
以
て
五
一
紀
と
し
た
の
も
，
皆
そ
の
結
果
で
あ
る
と
と
。

一
ニ
，
そ
こ
で
瓦
砲
の
設
切
は
，
仙
北
ハ
の
場
合
認
の
場
合
に
感
じ
て
之
を
怨
さ
ね
ば
な
ら
叫
が
、
結
局
局
総
の
大
ハ
一
部
偽
や
旬
以
や
小
子
に
見
え

た
る
丘
泌
は
B

五
り
紳
り
瓦
叫
で
あ
り
‘
周
殺
の
小
説
や
後
砲
の
銃
夕
起
や
‘
…
騒
記

ω出
総
・
王
制
・
バ
令
・
曾
一
ナ
問
・
総
選
等
に
見

え
た
る
丘
犯
は
，
戸
・
・
門
・
行
婦
の
ガ
一
総
で
多
・
9
B
硝
子
や
祭
訟
や
友
停
に
見
え
た
る
丘
一
組
は
、
夫
れ
/
¥
一
ま
た
別
箆

ο

五
配
で
あ
る
こ
と
。

mm
，
出
し
て
炉
、
訟
の
七
犯
は
用
制
本
一
米
の
も
の
で
立
く
，
従
っ
て
作
品
川
U
丘
一
紀
説
に
は
紛
t
紘
一
理
が
あ
る
と
と
G

r-，治溺
子
や
白
虎
J

過
が
ち
行
の
代
。
に
弁
を
五
組
げ
い
加
へ

う
な
も
の
と
未
だ
砕
か
に
然
り
と
之

こ
と
は
，

の
よ
か
ら
す
れ
ば
，

m
山
氏
本
秋
や
月
令
に
勝
っ
て
ゐ
る
や

い
こ
と
c

以

ヒ
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